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第 80 回規格会議開催のお知らせ 

下記のとおり第 80 回規格会議を開催します。 

規
 
格会議委員の皆様のご出席をお願いいたします。 

記 
 
1  日時 平成 23 年 7 月 7 日(木) 午後 2 時から 4 時まで 

2  場所 東海大学校友会館 望星の間（霞が関ビル 35 階） 

          東京都千代田区霞が関 3-2-5 

3  議案 

( 1 ) 規格会議運営細則の改正について 

( 2 ) 標準規格に係る著作権の取扱に関する基本指針の改正について 

( 3 ) 携帯型無線端末の比吸収率測定法標準規格の改定について 

( 4 ) IMT-2000 DS-CDMA and TDD-CDMA System ARIB STANDARD / ARIB Technical 

Report の改定について 

( 5 ) IMT-2000 MC-CDMA System ARIB STANDARD / ARIB Technical Reportの改定につ

いて 

( 6 ) OFDMA Broadband Mobile Wireless Access System  (WiMAXTM applied in Japan) 

ARIB STANDARD の改定について 

( 7 ) OFDMA/TDMA TDD Broadband Wireless Access System (Next Generation PHS) 

ARIB STANDARD の改定について 

( 8 ) 時分割多元接続方式広帯域デジタルコードレス電話の無線局の無線設備標準規格の改

定について 

( 9 ) 狭帯域デジタル通信方式（SCPC/4 値 FSK 方式）標準規格の改定について 

(10) 地上デジタルテレビジョン放送運用規定技術資料の改定について 

(11) BS/広帯域 CS デジタル放送運用規定技術資料の改定について 

( 1 2 ) セグメント連結伝送方式による地上マルチメディア放送運用規定技術資料の改定につ

いて 

(13) 「標準規格に係る工業所有権の取扱に関する基本指針」及び「標準規格に係る工業所有

権の取扱に関する基本指針の運用指針」の改正について 

(14) その他 
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第 86 回電波利用懇話会を開催 

6 月 27 日（月）に、第 86 回電波利用懇話会を当会の会議室にて開催しました。 
今回は、日本放送協会 技術局 送受信技術センター 専任エンジニア川那様、同センターチ

ーフエンジニア藤田様のお二人を講師にお迎えし、「アルゼンチン及びベネズエラにおける

地上デジタル放送の現状と展望について」というテーマでご講演を頂き、約 40 名の会員

の皆様方に受講していただきました。 
講演では最初に、川那様からアルゼンチンの地上デジタル放送と題して、送信ネットワーク、

放送サービス、民放動向、制作機材等について、次に、藤田様からベネズエラにおける地上

デジタル放送の現状と展望についてと題して、技術協力の概要（デジタル設備整備支援、マ

スタープランの支援、チャネルプランの支援、デジタル受信機の規格制定の支援、遠隔教育の

支援等）についてそれぞれ図表のスライドを交え分かり易くご説明いただきました。 

全体をとおして受講者の高い関心を集め、熱心に聴講していただき、また、活発な質疑応答

が交わされました。 

なお、講演のプレゼンテーション資料については、当会の Web サイト「お知らせ・お問合

せの講演会等開催案内（http://www.arib.or.jp/osirase/seminar/index.html）」において、ダウ

ンロード公開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 86回電波利用懇話会の様子と川那様、藤田様（左から） 
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第 15 回電磁環境委員会を開催 

6 月 27 日（月）に、第 15 回電磁環境委員会を主婦会館プラザエフにて開催しました。 
野島委員長の開会挨拶に続いて、平成 22 年度 事業報告及び収支決算、平成 23 年度 事

業計画及び収支予算について審議が行われ、全て提案のとおり決議されました。 

その後、平成 22 年度委託研究報告として、東北文化学園大学医療福祉学部 古林俊晃准

教授から「携帯電話と頭痛との関連性についての研究」及び福島県立医科大学医学部神経

内科 榎本雪助教授から「携帯電話由来の電波が精子に与える影響」の報告がありました。 

 

 
 

 
緊急情報伝送タスクグループが「電波の日」総務大臣表彰を受賞 

6 月 29 日（水）、一般社団法人電波産業会 デジタル放送システム開発部会デジタル受信機

作業班緊急情報伝送タスクグループ（リーダ：高田 政幸）は、地上デジタルテレビジョン放送

における緊急地震速報の伝送の高速化に向けた検討を行い、アナログ放送とほぼ同程度まで高

速化する手法を取りまとめ、その手法の導入を可能とすることで、地震に関する速やかな情報

提供による多くの国民の安全安心の向上に多大な貢献をしたことにより、「電波の日」総務大臣

表彰（団体）を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰状を囲んだ片山総務大臣と高田グループリーダ 
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本表彰は、第 61 回「電波の日」（平成 23 年 6 月 1 日）及び平成 23 年度「情報通信月間」（同

年 5 月 15 日から 6 月 15 日まで）に当たり、総務省が、情報通信の発展に貢献した個人及び団

体に対して行ったものです。 

受賞者は以下のとおりです。 

1 「電波の日」総務大臣表彰 

個人 3 件 

・エンリケ・コルネホ・ラミーレス  ペルー共和国 運輸通信大臣 

・小舘 香椎子           日本女子大学 名誉教授 

・吉田 進             京都大学大学院 情報学研究科 教授  

団体 2 件（3 者） 

・珠洲市 

・能登町 

・一般社団法人電波産業会デジタル放送システム開発部会 

デジタル受信機作業班緊急情報伝送タスクグループ 

2 「情報通信月間」総務大臣表彰 

個人 3 件 

・石橋 庸敏            社団法人日本ケーブルテレビ連盟 顧問 

・故 黒川 和美          法政大学大学院 政策創造研究科 教授 

・清水 康敬            東京工業大学 監事（名誉教授） 

団体 3 件 

・安心ネットづくり促進協議会 

・粕屋町 

・株式会社国際電気通信基礎技術研究所 

 

 

 

 

 
南米地域の地デジ関連機器等の輸出支援相談サービス（中小企業向け・無料）

日本貿易振興機構（ジェトロ）では、以下のように、南米地域の地デジ関連機器等の輸出支

援相談サービス（中小企業向け・無料）を実施しております。是非ご活用下さい。 

 

━━━━━━━━━━━━ 

ジェトロ・中小企業向け海外展開相談サービスのご紹介 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

海外コーディネーターによる輸出支援相談サービス（中小企業向け・無料） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

ジェトロが配置する海外在住の専門家（海外コーディネーター）が、お客様の 

海外ビジネス展開に関する初期段階のご相談について、現地の感覚・目線で 

お答えします。南米地域では地デジ関連機器専門、自動車部品専門のコーディ 

ネーターを配置しておりますので、お気軽にご相談ください。 

＜コーディネーター配置図、サービス詳細はこちら＞ 

    ⇒  http://www.jetro.go.jp/services/coordinator/ 
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◆対 象：中小企業の皆様（輸出する製品・技術を保有している企業） 

◆費 用：無料 

◆お申込方法：まずは以下担当までお電話でご相談ください。  

◆お問い合わせ：日本貿易振興機構 機械・環境産業企画課(担当：倉野、藤田、大下)  

      TEL：03-3582-1673  E-mail：TNA-Cdr@jetro.go.jp 

 

 

 
 
 

デジタル放送システム開発部会  委員長  黒田 徹 

（日本放送協会 放送技術研究所 放送ネットワーク研究部 部長） 

 

 

 

２０１０年秋から表記開発部会の委員長を仰せつかっております、黒田です。 

同開発部会は、デジタル放送に係る標準規格策定に関する審議を行う部会であり、ＢＳ、Ｃ

Ｓ、地上など、様々なメディアに固有の標準規格、および多重化、情報源符号化など、メディ

ア横断の標準規格の策定を進めております。完全デジタル化を迎える今、まさにデジタル放送

とともに歩んできた開発部会といっても過言ではないと考えております。 

私とＡＲＩＢのかかわりも、かなり長くなっております。実を申せば、ＡＲＩＢの前身であ

るＢＴＡの時代から標準化活動にかかわり、ＡＲＩＢ発足後は、各種作業班に参加をさせてい

ただき、主として地上デジタル放送に関する各種標準規格の議論に参加をさせていただきまし

た。その後、事業者運用規程を記載する技術資料の策定作業にかかわり、昨年より、１０年ぶ

りにＡＲＩＢ開発部会に参加させていただくことになりました。 

放送は、放送事業者がより良いコンテンツを広く電波の形式で提供し、受信機メーカーがユ

ーザーの望む形式の受信機を販売し、成立しています。デジタル放送になり、通信との連携や、

携帯電話やＰＣでの受信など、放送がより高度化してきています。そのためにも、放送の技術

仕様をしっかり議論し、多様なサービスを可能とし、また、受信機メーカーが安心して受信機

を設計できる規格作りが求められています。当開発部会、およびＡＲＩＢの役割は、今後とも

さらに大きく、重要なものとなっていくと考えられ、それに向け、微力ながら、皆様のお力を

得て、会の運営にあたっていきたいと考えております。 

今後とも、ご支援、ご指導のほど、よろしくお願いいたします。 

 
 
暑中お見舞い申し上げます 
厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでございましょうか。 
７月１日からは、電力使用制限令が３７年ぶりに発動され、暑さが一層厳しく感じられます
、酷暑の折から、くれぐれもご自愛のほどお祈り申し上げます。       (敬天愛人) が
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